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要旨：この論文では、日本の伝統的工芸品である九谷焼を事例に、伝統的工芸品の購入や使

用を決定付けるとき、消費者の感情や特徴が特に影響を与えるため、消費者の感情の好みに

よって特定された要求を対象とする消費者志向の評価モデルについて検証がなされた。こ

の評価モデルでは、特定の消費者に対してどの工芸品が最も消費者の感情に適切かを判断

し推奨される。また、この論文では九谷焼を消費者の感性データを使用して評価している。 

 この評価方法では、消費者の感性や特徴だけでなく、価格やサイズなどの製品の特長を評

価するときや、感性データをカテゴリー化して扱うため曖昧な特性を無視し扱うことがで

きるという点において非常に優れているという検証結果が得られた。 

  

感想：京漆器は職人の高齢化などにより、時代にあった商品を作ることができていないとい

う現状がある。職人が持つ高い技術力を魅せつけるようなもので、流行や京漆器を知らない

ような若い世代の購入につながるようなものを作ることができていない。 

 この研究によって明らかにされたように、人びとの感情に訴えることのできるような工

芸品を作ることができれば、もっと広く認知されるようになるのではないだろうか。 

 感性データを使用する評価システムを実際に導入することはなかなか容易ではないだろ

うが、現代の人々に寄り添った商品を作り、新しい形の京漆器を広めていくことが大切だろ

う。 


